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北海道標津郡中標津町旭ヶ丘７番地 

TEL（0153）72-2004 FAX（0153）73-5329 

チーズの風味を高める中温熟成は、特色ある製品作りの手段になります（写真左）。 
中温熟成では、酪酸発酵による異常な風味や膨張が問題となります（写真右上）。 
酪酸菌の少ない高度清浄原料乳を用いることで、良好な中温熟成が可能です（写真右下）。



 

  根釧農業試験場において、平成23年度に終了した主な研究成果の要約と、試験場が主催 

した主な行事をまとめました。酪農の生産・普及・行政の現場でご利用下さい。 
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   詳しい情報や内容に関するお問い合わせは、各担当者にお寄せ下さい。この資料中の成果名は要

約版です。お問い合わせ・検索にはカッコ書きした（課題名）をご利用下さい。これまでの研究成果

については、インターネットで情報を提供しています。併せて活用して下さい。 

◆根釧農業試験場（http://www.agri.hro.or.jp/konsen/konsen1.html）から「研究成果」を選択 

◆北の農業広場（http://www.agri.hro.or.jp/center/index.html）から「試験研究成果一覧」を選択 

  （畜産以外の水田、野菜、畑作などの情報も検索できます） 


